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　11月18日㈱、幼稚園で生活発表会が行わ

れました。

　この日のために練習してきた児童は、お

父さん、お母さんの前でじょうずに演じる

蝶欝繋欝鷺難灘難ll
人ロ12，656人　　一7（男6，217人女6，439人）
世帯　3，874世帯＋3　（11月1日現在）
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農
業
は
、
私
た
ち
人
類
の
生
活
に
と
っ
て
、
今
も
そ
し
て

将
来
も
、
永
遠
に
不
可
欠
な
産
業
で
あ
る
と
と
も
に
、
自
然

環
境
を
保
全
す
る
上
か
5
も
大
切
な
資
源
で
す
。

　
農
業
委
員
会
は
、
農
地
を
守
り
、
安
定
し
た
農
業
経
営
の

発
展
に
資
す
る
た
め
、
主
に
次
の
よ
う
な
仕
事
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
一
　
農
地
法
に
基
づ
く
権
利
の
移
転
、
ま
た
は
設
定
、
農

　
　
　
地
の
転
用
な
ど
に
関
す
る
許
認
可
事
務
（
農
地
法
第

　
　
　
三
条
・
四
条
・
五
条
）

　
二
　
農
業
者
年
金
に
関
す
る
事
務

　
三
　
農
地
の
流
動
化
に
関
す
る
事
務
（
農
地
の
貸
借
の

　
　
　
促
進
）

七六五四

農
地
の
情
報
管
理
に
関
す
る
事
務

農
業
後
継
者
の
育
成
に
関
す
る
事
務

認
定
農
業
者
の
育
成
・
支
援
に
関
す
る
事
務

そ
の
他
農
業
構
造
政
策
の
推
進
に
関
す
る
全
般
的

な
事
務

［曙地菌膿擦

闘
矯
幽

農
地
の
埋
め
立
τ
等
に
は

　
　
麗
出
・
許
可
を

　
農
地
の
有
効
利
用
を
計
る
目
的
で
、

田
・
畑
の
改
良
を
し
よ
う
と
す
る
人
は

事
前
に
農
業
委
員
会
へ
の
届
出
、
許
可

申
請
が
必
要
で
す
。

　
農
家
の
皆
さ
ん
、
農
地
の
利
用
に
つ

　
　
●

い
て
業
者
な
ど
か
ら
申
し
込
ま
れ
た
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

　
被
害
防
止
の
た
め
、
必
ず
届
け
出
、

も
し
く
は
許
可
を
受
け
て
か
ら
、
工
事

を
開
始
し
て
く
だ
さ
い
。

　
農
地
を
守
る
の
は

　
　
地
主
（
所
有
者
）
さ
ん
で
す
。

（2）
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農
地
転
用
と
は
、
農
地
を
住
宅
、
倉

庫
、
資
材
置
場
や
駐
車
場
な
ど
「
農
地

を
農
地
で
な
く
す
る
こ
と
」
を
い
い
ま

す
。転

用
の
種
類

一
　
農
地
法
第
四
条

　
農
地
の
所
有
者
が
自
分
の
農
地
を
農

地
以
外
で
使
用
す
る
場
合

二
　
農
地
法
第
五
条

　
農
地
を
転
用
目
的
で
買
っ
た
り
借
り

た
り
す
る
場
合

　
江
南
町
は
都
市
計
画
法
に
よ
り
、
市

街
化
区
域
と
市
街
化
調
整
区
域
に
分
け

ら
れ
て
お
り
、
農
地
が
ど
ち
ら
の
区
域

に
あ
る
か
で
、
転
用
の
手
続
き
が
違
っ

て
き
ま
す
。

一
　
市
街
化
区
域
の
農
地

　
こ
の
区
域
内
の
農
地
の
転
用
は
必
要

書
類
を
農
業
委
員
会
へ
届
け
出
す
れ
ば

よ
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

二
　
市
街
化
調
整
区
域

　
市
街
化
調
整
区
域
内
の
農
地
の
転
用

に
は
、
県
知
事
の
許
可
が
必
要
で
す
。

必
要
書
類
を
農
業
委
員
会
に
提
出
す
る

と
審
査
を
し
ま
す
。
そ
し
て
、
農
業
委

員
会
の
意
見
を
つ
け
て
県
へ
進
達
さ

れ
、
許
可
・
不
許
可
が
決
定
さ
れ
ま
す
。

一
ー

　
農
業
経
営
基
盤
強
化
促
進
に
よ
る
利

用
権
設
定
で
あ
れ
ば
安
心
し
て
農
用
地

を
貸
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
こ
の
利
用
権
設
定
の
方
法
で

あ
れ
ば
、
こ
の
町
に
住
所
が
な
く
て
も

ほ
か
の
人
に
農
地
を
貸
す
こ
と
が
で
き

ま
す
。

〈
権
利
の
設
定
・
移
転
〉

計
画
の
公
告
（
市
町
村
）

吟

農
業
委
員
会
の
決
定

吟

の
作
成
（
市
町
村
）

農
用
地
利
用
集
積
計
画
案

吟

　　　　　　　　　＼

＜仲介・相談役＞

　●農地流動化推進員

　●農業委員会

　●農業協同組合

　●農用地利用改善団体

　●土地改良区　　等

　　　　　　　　　／

〔募蹴〕、

〔難1、〕

　冊
，ゴi

、
農
業
者
、
年
金
，
帽
つ
い
マ
，
一

○
加
入
対
象
は
？

　
国
民
年
金
の
第
一
号
被
保
険
者
で
農

業
経
営
者
、
加
入
者
の
配
偶
者
、
農
業

後
継
者
な
ど
が
加
入
で
き
ま
す
。
（
六

十
五
歳
ま
で
に
加
入
期
間
が
二
十
年
以

上
と
な
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
）

○
年
金
給
付

　
二
十
年
以
上
加
入
し
た
人
が
六
十
五

歳
ま
で
に
農
地
な
ど
の
所
有
権
の
移

転
、
使
用
収
益
権
の
設
定
な
ど
に
よ
り

第
三
者
ま
た
は
後
継
者
、
も
し
く
は
農

業
者
年
金
基
金
な
ど
に
貸
し
付
け
て
経

営
移
譲
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
経
営
移
譲
し
な
か
っ
た
場
合
は
、
農

業
者
老
齢
年
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

※
二
十
年
の
期
間
に
つ
い
て
は
、
途
中

で
法
人
化
し
た
人
や
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に

な
っ
た
人
に
も
特
別
措
置
が
あ
り
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
　
メ

　
　
　
　
　
　
銅

　
　
　
　
　
　
　
！

農業者年金加入者等に移譲匝垂亟璽

　※経営移譲年金には、国庫補助が行われています。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
口

　
経
営
移
譲
と
は
、
自
分
名
義
の
農
地

な
ど
の
権
利
を
後
継
者
か
第
三
者
に
所

有
権
を
移
転
す
る
か
、
使
用
収
益
権
を

移
転
ま
た
は
設
定
（
期
間
は
十
年
以
上
）

し
て
、
農
業
経
営
か
ら
引
退
す
る
こ
と

で
す
。

　
経
営
移
譲
は
、
受
給
者
資
格
を
満
た

し
た
後
、
六
十
五
歳
ま
で
の
希
望
す
る

時
に
で
き
ま
す
が
、
単
に
農
地
な
ど
の

権
利
名
義
を
変
え
る
だ
け
で
な
く
実
態

の
伴
っ
た
経
営
移
譲
で
あ
る
こ
と
が
必

要
で
す
。

　
こ
の
た
め
に
は
、
少
な
く
と
も
次
の

五
項
目
に
つ
い
て
取
り
決
め
を
行
い
、

そ
れ
を
書
面
化
し
、
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

一
一
一

三四五

農
業
共
済
関
係
名
義

転
作
助
成
金
申
請
名
義

農
業
所
得
納
税
由
告
名
義

土
地
改
良
区
の
組
合
員
名
義

J
A
の
組
合
員
名
義

※
　
特
に
五
の
組
合
員
名
義
に
つ
い
て

は
、
後
継
者
の
口
座
で
農
業
経
営
に
関

す
る
収
入
の
受
け
入
れ
お
よ
び
支
出
を

行
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

※
　
農
業
年
金
に
加
入
し
た
場
合
所
得

税
、
住
民
税
が
安
く
な
る
節
税
効
果
も

あ
り
ま
す
。

開
か
れ
て
い
ま
ず

毎
月
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
無
料
相

談
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
農
業
者
年

金
に
関
す
る
こ
と
な
ら
、
ど
ん
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
。
特
に
六
十
歳
近
い
か

た
で
、
こ
れ
か
ら
経
営
移
譲
を
す
る
か

た
、
ま
た
年
金
の
こ
と
に
つ
い
て
、
わ

か
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ

相
談
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

電時場相熊
　　　談谷
話間所日会
　　　　場
塗圭埼毎
＿剛信月
六十連第
1時ビー
三～ル火

罐腎
　時

問
い
合
わ
せ

　
　
江
南
町
農
業
委
員
会

　
　
　
　
　
　
奮
三
六
－
一
五
二
一

熱麓轟鱗第一耀日
1

●熊谷女子高樗

見
奎 17

盆
星川

あさひ銀行●

至高崎　　　　　　　　　　　　高崎線　　　至大宮
熊谷駅
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騨
応
援
ル
ま
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後
継
嗜
疑

　
農
家
の
担
い
手
不
足
が
深
刻
化
す
る

な
か
、
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択
し
、

現
在
北
海
道
の
酪
農
学
園
大
学
で
、
こ

れ
か
ら
の
農
業
経
営
（
酪
農
）
を
学
ん

で
い
る
坂
田
賢
司
さ
ん
（
十
九
歳
）
の

お
父
さ
ん
（
潔
さ
ん
）
に
、
農
業
お
よ

び
息
子
さ
ん
に
対
す
る
期
待
を
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
坂
田
潔
さ
ん
宅
の
農
業
規
模

搾
乳
牛

育
成
牛

水
田

畑
（
牧
草
）

そ
の
他

二
十
五
頭

　
　
八
頭

一
・
五
㎏

四
・
五
㎏

一
・
○
始

　
　
　
、
鮮

潔さん

薫

坂田

　
昭
和
四
十
二
年
に
熊
谷
農
業
高
校
を

卒
業
し
、
そ
の
後
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー

（
嵐
山
町
）
で
一
年
学
び
、
就
農
し
ま

し
た
。

「
農
業
」
と
言
う
と
、
若
い
人
達
は
敬

遠
し
が
ち
で
す
が
、
農
業
ほ
ど
多
面
性

の
あ
る
職
業
は
無
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。

　
農
産
物
の
供
給
は
言
う
ま
で
も
あ
り

ま
せ
ん
が
、
ほ
か
に
国
土
保
全
、
水
源

の
確
保
、
自
然
環
境
の
保
全
、
人
格
形

成
、
生
活
・
就
農
の
場
の
確
保
な
ど
、

公
益
的
要
素
も
多
分
に
含
ま
れ
て
い
ま

す
。　

鮎
は
卵
の
時
に
、
己
に
生
き
る
た
め

の
全
て
の
情
報
を
、
D
N
A
の
中
に
持

っ
て
艀
化
す
る
そ
う
で
す
。
冬
、
海
で

育
ち
、
春
に
生
ま
れ
た
川
に
も
ど
り
、

産
卵
し
て
一
生
を
終
わ
り
ま
す
。
そ
れ

に
く
ら
べ
人
問
は
、
十
年
も
十
五
年
も

学
習
し
、
そ
れ
で
も
ま
だ
ま
だ
半
人
前

で
す
。

　
自
分
の
子
ど
も
た
ち
も
、
今
大
海
で

育
っ
て
（
学
ん
で
）
い
る
最
中
で
す
。

し
か
し
、
途
中
挫
折
す
る
か
も
し
れ
な

い
し
、
ほ
か
の
魚
に
喰
わ
れ
て
し
ま
う

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
遡
上
す
る
川

を
間
違
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
今
年
入
学
し
た
ば
か
り
で
、
数
年
先

就
農
す
る
か
不
明
で
す
が
、
前
述
の
よ

う
な
多
面
性
の
あ
る
農
業
を
、
息
子
の

み
な
ら
ず
、
江
南
町
の
若
者
が
一
人
で

も
多
く
継
い
で
く
れ
る
こ
と
を
の
ぞ
ん

で
い
ま
す
。

　
ー
ー
ー
　
，
ー
ー
1
／
、
…
f
－
y
ー
港

感
嬉
将
還
蓮
購

　
あ
ま
り
聞
き
な
れ
な
い
認
定
農
業
者

制
度
と
は
、
今
後
も
農
業
生
産
を
維

持
・
発
展
さ
せ
て
い
く
た
め
に
、
意
欲

と
能
力
の
あ
る
プ
ロ
の
農
業
経
営
者
を

育
成
・
確
保
し
て
い
く
た
め
の
制
度
で

す
。

　
こ
の
制
度
は
、
市
町
村
が
策
定
し
た

基
本
構
想
に
お
い
て
示
し
て
い
る
よ
う

な
経
営
感
覚
に
優
れ
た
効
率
的
か
つ
安

定
的
な
農
業
経
営
体
を
目
指
し
て
、
農

業
経
営
の
改
善
を
計
画
的
に
進
め
よ
う

と
す
る
農
業
者
が
作
成
し
た
農
業
経
営

改
善
計
画
を
市
町
村
が
認
定
し
、
こ
の

計
画
が
着
実
に
達
成
さ
れ
る
よ
う
認
定

さ
れ
た
農
業
者
を
支
援
し
て
い
く
制
度

で
す
。

　
認
定
を
受
け
た
農
業
者
に
対
し
て

は
、
次
の
よ
う
な
支
援
措
置
が
用
意
さ

れ
て
い
ま
す
。

①
農
用
地
の
利
用
集
積
の
支
援
（
農

業
委
員
会
が
農
用
地
の
利
用
の
集
積
の

た
め
に
調
整
を
す
る
）

②
税
制
上
の
特
例
（
新
規
就
農
者
や

一
定
の
規
模
拡
大
を
し
た
農
業
者
は
割

増
償
却
を
し
、
所
得
税
、
法
人
税
の
負

担
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る
）

③
融
資
面
の
配
慮
（
ス
ー
パ
ー
総
合

資
金
な
ど
の
制
度
資
金
が
利
用
で
き

る
）④

研
修
な
ど
の
実
施
（
経
営
改
善
支

援
セ
ン
タ
ー
な
ど
に
よ
る
経
営
相
談
・

研
修
・
情
報
提
供
が
受
け
ら
れ
る
）

り

肴
機
農
産
物
の
認
証
制
度
に
つ
い
て

　
埼
玉
県
で
は
、
十
一
月
か
ら
「
埼
玉

県
有
機
農
産
物
・
特
別
栽
培
農
産
物
認

証
制
度
」
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。

　
現
在
、
環
境
保
全
が
時
代
の
潮
流
と

な
る
中
で
、
消
費
者
の
安
全
・
健
康
志

向
か
ら
、
有
機
農
産
物
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
き
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
県
で
は

「
彩
の
国
有
機
一
〇
〇
倍
運
動
」
を
展

開
し
、

①
地
球
に
や
さ
し
い
農
業
の
振
興

②
消
費
者
に
対
す
る
安
全
で
高
品
質
な

農
産
物
の
提
供

③
産
地
間
競
争
に
打
ち
勝
て
る
特
色
あ

る
農
業
経
営
の
実
現

を
目
指
し
、
二
〇
一
〇
年
ま
で
に
化
学

肥
料
・
農
薬
の
使
用
量
の
五
〇
％
削
減

を
目
標
と
し
て
、
有
機
農
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
江
南
町
に
は
、
県
畜
産
セ
ン
タ
ー
が

あ
り
、
そ
こ
の
堆
肥
化
プ
ラ
ン
ト
で
製

造
さ
れ
る
良
質
堆
肥
を
活
用
し
て
、
有

機質

資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の

確
立
つ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
の
一
環
と
し

て
、
今
後
県
内
で
生
産
さ
れ
る
有
機
農

産
物
が
消
費
者
の
信
頼
を
高
め
る
と
と

も
に
、
円
滑
に
生
産
・
販
売
を
推
進
す

る
た
め
に
有
機
農
産
物
に
対
す
る
県
独

自
の
認
証
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
。

　
制
度
の
し
く
み
は
、
農
薬
や
化
学
肥

料
を
削
減
す
る
な
ど
の
一
定
の
用
件
を

満
た
し
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
を
有
機

農
産
物
又
は
特
別
栽
培
農
産
物
と
し
て

県
が
認
め
る
制
度
で
す
。

　
認
証
の
基
準
は
、
「
有
機
農
産
物
」

「
無
農
薬
・
無
化
学
肥
料
栽
培
農
産
物
」

な
ど
の
六
段
階
に
区
分
し
て
い
ま
す
。

認
証
に
は
、
生
産
者
が
認
証
申
請
書
を

市
町
村
を
通
じ
て
県
に
提
出
し
、
認
証

審
査
会
で
認
め
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
認
証
さ
れ
た
有
機
農
産
物
・
特
別

栽
培
農
産
物
に
は
県
の
「
認
証
マ
ー
ク
」

を
貼
っ
て
出
荷
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。問

合
せ

熊
谷
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
費
二
山
ハ
ー
二
一
一
一
〇

婁寡ぎ愉’』』．、1、．』『、

注この認証マークは埼玉県が独自に開発したものです
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轍し綱醗鞭魂勘竃謬貫鶴繍し纂す

任期満了にとも；なう民生・児童委員が12月1日に厚生大臣より委嘱されましたので紹介します。

民生・児童委員には、今後3年間、各担当地区の福祉向上のため、また私たちの一番身近な相談相手として

ご尽力いただきます。

ご心配なことがありました5、お気軽にご相談ください。

氏　　名 電　話 担当地区

関口　和枝 36－0995 成沢坂下
内山　博子 3636 〃坂上1
澤田ノブ子 0928 〃坂上2
星野　静子 1057 〃坂上3

∩ 長谷川文子 2180 三　　　　本

○ 柴田　幸子 ”93 上　新　田
ゼヘ、 大島　民子 4090 上　押　切

持田　　巽 4047 下　押　切

馬場　　宏 2212 樋　春　北

大澤　照三 1620 樋　春　南

○ 福田　伸一 4932 御正新田坂上

高田　　和 0012 〃坂上・下

橋本松枝 2052 〃　坂　下

森田　節子 0992 須　賀　広

問
い
合
わ
せ

熊
谷
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　
　
　
　
　
電
話
二
二
－
九
九
九

氏　　名 電　話 担当地区

木村　武雄 36－2439 野　　　　原

○ 岡部　秀子 0772 小江川東部

○ 井上　　清 3629 〃　西　部

寺田由佳子 1528 〃　北　部

中島　丈夫 3572 塩

宇治川太平 2078 板　井　上

飯島　啓作 1369 〃　　下

柴　サツヱ 0930 柴・中央
木村　巳美 2281 千　　　代

矢崎冨士子 1852 パークシティ

富田沙知子 2635 中　　　央

駒井健次 3”0 全　地　区

永田　光子 喋020 全　地　区

○印は、新任の委員です。

一
年
宋
年
始
の
火
災
予
紡
L

∴
一

年
末
年
始
に
な
り
ま
す
と
、
何
か
と
睡

い
そ
が
し
く
、
火
の
取
り
扱
い
に
対
す
ジ

る
注
意
が
お
ろ
そ
か
に
な
り
、
大
き
な
直

火
災
に
な
り
が
ち
で
す
。
　
　
　
　
　
瞥

　
火
に
つ
い
て
は
、
く
れ
ぐ
れ
も
慎
重
儲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ド

な
取
り
扱
い
と
念
入
り
な
点
検
を
お
願
．
一

い
し
ま
す
。

　
火
災
か
ら
生
命
を
守
る
注
意
事
項
訥

○
子
ど
も
、
高
齢
者
、
身
体
の
不
自

　
由
な
人
達
の
安
全
な
避
難
方
法
を

　
考
え
る
こ
と
。

○
外
出
す
る
時
は
、
火
の
元
を
確
認
、

　
し
再
点
検
す
る
こ
と
。

○
お
休
み
前
に
は
必
ず
火
の
元
を
確
醒

　
か
め
る
こ
と
。

○
寝
た
ば
こ
は
し
な
い
、
さ
せ
な
い
。
．

○
ガ
ス
コ
ン
ロ
な
ど
を
使
っ
て
い
る
岨

　
時
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い
こ
と
。
ひ

○
方
法
の
異
な
る
二
つ
以
上
の
逃
げ
弾

　
道
を
決
め
て
お
く
こ
と
。

○
い
っ
た
ん
戸
外
に
避
難
し
た
ら
再

　
ぴ
家
の
中
に
ひ
き
か
え
さ
な
い
こ
と
。

○
煙
の
中
を
避
難
す
る
時
は
、
で
き

　
る
だ
け
姿
勢
を
低
く
す
る
こ
と
。

○
逃
げ
遅
れ
た
人
が
い
る
時
は
、
近
［

　
〈
の
消
防
隊
に
す
ぐ
知
ら
せ
る
こ
と
。

　
以
上
の
事
項
を
守
っ
て
火
災
か
ら
生

命
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

12月の当番日 指定給水装置工事事業者 電話番号

1・6・ll・16・21・26・31 ㈱光　栄　建　設 36－1052

2　・　7　・　12　・　17　・22　・27 ㈱コ　バ　ヤ　シ 36－1206

3　・　8　・　13　・18　・23　・28 ㈲笠原設備工業所 36－3662

4　・　9　。　14　・　19　・24　。29 ㈲松　本　設　備 36－5177

5　・　10　・　15　。20　・25　・30 ㈲加藤ポンプ店 36－0310

水道の故障・修理は、

水道工事を施工した

指定工事事業者または、

当番の指定工事事業者へ

お願いしてください。

（5〉



第19回
　
今
年
で
1
9
回
目
を
迎
え
た
『
江
南
町
文
化
祭
』
が
、
1
1
月
2
1
日
出
、
2
2
日

㈲
の
2
日
間
、
ピ
ピ
ア
と
町
民
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
ピ
ピ
ア
で
行
わ
れ
た
展
示
の
部
に
は
、
書
道
や
絵
画
、
写
真
な
ど
、
数
百

点
も
の
力
作
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
5
に
2
2
日
の
午
後
に
は
、
芸
能
の
発

表
会
が
行
わ
れ
、
6
0
組
が
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
町
民
体
育
館
で
は
、
農
産
物
の
部
と
福
祉
の
市
が
行
わ
れ
、
農
家
の
皆
さ

ん
が
こ
の
夏
の
雨
に
も
負
け
ず
丹
精
込
め
て
育
て
た
農
産
物
が
、
会
場
い
っ

ぱ
い
に
展
示
・
即
売
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
福
祉
の
市
で
は
、
皆
さ
ま
の
善
意

で
集
め
5
れ
た
、
日
用
品
や
衣
類
が
販
売
さ
れ
、
収
益
金
は
町
社
会
福
祉
協

議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　・…鼠⑬●

矧艦懸欝團酬

鷺

聡

犠
轟
「
魑
懇

　　羨
●

難－

驚

、

鐸
由

騒
轡
懸

募蝋

力作ぞろ硫の作品

●

購
鞘
騒

（6）



どの出来ばえを審査する、審査会

が行われました。

農産物審査会受賞者（敬称略〉

《埼玉県知事賞》

ブロッコリー馬場　緑（樋春）

《埼玉県議会議長賞》

大　　豆　持田　　巽（押　切）

み　　そ　持田　和子（押　切）

《埼玉県園芸協会長賞》

キュウリ　小松原勝治（樋　春）

《大里農業振興協議会長賞》

キウイフルーツ　松尾　英宏（板　井）

《熊谷農業改良普及協議会長賞》

玄　　米　馬場　誠喜（樋　春）

み　　そ　持田　節子（押　切）

《煙地鴎歎済組合長賞》

小　　豆　新井　　広（押　切）

《埼北酪農業共同組合長賞》

鶏　　卵　大久保総一（小江川）

《くまがや農業協同組合長賞》

里　　芋　水野　　薫（成　沢〉

み　　そ　茂木　艶子（樋　春）

《江南町長賞》

ネ　　ギ　大村　健男（中　央）

み　　そ　関口　政江（板　井）

《三工南田1諄絵講張賞》

大　　根　吉沢　淳次（須賀広）

み　　そ　吉野　テイ（板　井）

《江南町商工会長賞》

白　　菜　橋本　重信（御正新田）

《江南町観光協会長賞》

　柿　　　岡田　坦定（野　原）

《文化祭第3部実行委員会長賞》

　栗　　佐藤　三郎（押　切）

み　　そ　内山　博子（成　沢）

璽

　　　　瓶．・

．盛．．戯嬬讐熱藍鱒

一．

潅畿

（7）



身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

礁

鰯

トピ野ケス

　絵画展で県知事賞受賞
　北小学校の恩曽圭介君（6年生）が、郷
土を描く絵画コンクールで見事、埼玉県知
事賞に輝きました。

　受賞作品は、三本の柴田さん宅を中心に

描いたもので、全体の構図もさることなが

ら、屋根の色や、周辺の草木を細かいタッ

チで描き、色使いと描写のすばらしさが認
められたようです。

　　　北小稲刈り
　lO月30日働、北小で稲刈りが行われまし、

た。

　7月に生徒たちが植えた苗に多くの穂が　』、雛難、。藝．、

つき、生徒たちが手に手に鎌を持ち、一生麟響繍，醗

懸命に稲刈りをしました。

　刈り取られた稲は、機械化組合のコンバ

　　　　七つの祝い
　ll月15日（日）、ピピアで七つの祝いが行わ

れました。

　来年小学校へ入学する児童126名が集い、

演劇を見て楽しんだり、千歳飴や文具など

をもらい、笑顔の絶えない一日となりまし
た。

　　　　い　も　ほ　り

　10月28日（水）、江南幼稚園の園児たちが、

幼稚園裏の畑でサツマイモ堀りを体験しま

した。

　みんなで堀り出したイモを、お母さんや

先生が、その場で蒸かしてくれて、アツア

ツのサツマイモをおいしくいただきました。

織

．
『
o
■
冒
陥

（8）



トピ野ケス 身近かな話題、ホットなニュースをお寄せください。

　　　金婚祝賀会
　今年で結婚50周年を迎えられたご夫婦を

お招きしてお祝いする「金婚祝賀会」が、

10月22日㈲、勤労福祉センターで行われま

した。

　今年は、36組の仲の良いご夫婦が金婚式

を迎えられ、町より慶祝状と記念品を贈り、

お祝いしました。

醜
凹
五
〇
卜

　　訓練非常召集
　秋の全国火災予防運動の期間中の11月15

日（日）、江南消防団と江南分署による訓練非

騰譲崖難灘肇議轡転
実際の火災を想定した訓練が行われ、団員・

職員ともに本番さながらの熱心な訓練が行

われました。

　　江南柔道大会
　10月25日（日）、江南町柔道場において、第

20回江南町少年柔道大会が開催されました。

　20回目の記念大会ということで、当日は

近隣市町村からもたくさんの参加があり、
13・名の出場者力勤稚園の部からそれぞれ●

個人戦で対戦しました。

　フリーマーケット
　11月1日㈹、ピピア駐車場においてフリ

ーマーケットが開催されました。

当日は天気にも恵まれ、会場には、33店が

割り当てられた区画いっぱいに店開きしま

した。

解
、

　辱軸藤　載書

（9）



「

こ
ち
》
ら
『
保

圧
倒
的
に
多
い
高
脂
血
症

　
町
で
実
施
し
て
い
る
基
本
健
康
診
査
で
、
一
番
多
く
発

見
さ
れ
る
所
見
は
、
高
脂
皿
症
で
す
。

　
平
成
十
年
度
は
、
要
経
過
観
察
、
要
医
療
、
要
治
療
継

続
と
判
断
さ
れ
た
人
が
な
ん
と
半
数
近
く
い
ま
し
た
。

O
動
脈
硬
化
を
引
ぎ
起
こ
す
高
脂
血

症　
高
脂
血
症
は
血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ

ー
ル
、
ま
た
は
中
性
脂
肪
が
高
い
状
態

を
い
い
ま
す
。
高
脂
血
症
の
状
態
が
長

く
続
く
と
、
主
に
太
い
動
脈
の
内
壁
に

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
が
沈
着
し
て
、
血
管

の
内
腔
が
狭
く
な
っ
て
、
血
の
固
ま
り

が
で
き
や
す
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
動

脈
の
弾
力
性
が
少
な
く
な
り
動
脈
硬
化

が
起
こ
り
、
血
管
が
つ
ま
っ
て
血
液
が

流
れ
な
く
な
り
、
心
筋
梗
塞
や
狭
心
症

な
ど
の
引
き
金
と
な
り
ま
す
。

O
高
籐
血
症
と
言
わ
れ
た
ら

　
健
康
診
査
で
要
医
療
（
要
精
検
）
と

判
定
さ
れ
た
人
は
、
医
療
機
関
を
受
信

し
、
再
度
検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
中

に
は
自
覚
症
状
が
な
い
た
め
、
放
置
す

る
人
も
い
ま
す
が
、
必
ず
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
要
経
過
観
察
と
判
定
さ
れ
た

人
は
、
日
常
生
活
の
中
で
食
事
に
注
意

し
た
り
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
な
ど
の
運
動

を
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
特
に
食

事
で
は
、
バ
ラ
ン
ス
よ
く
、
野
菜
は
毎

日
と
る
よ
う
に
し
、
鶏
卵
や
魚
卵
、
イ

カ
、
エ
ビ
な
ど
は
食
べ
す
ぎ
な
い
よ
う

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。
さ
ら
に
肥
満
ぎ

み
の
人
は
間
食
を
つ
つ
し
む
と
と
も
に

運
動
を
行
う
な
ど
し
て
体
重
を
標
準
体

重
に
近
づ
け
る
よ
う
努
力
し
ま
し
ょ

う
。

　
平
成
十
年
度
基
本
健
康
診
査

で
高
脂
血
症
に
次
い
で
多
く
発

見
さ
れ
た
所
見
は
“
貧
血
”
で

す
。
受
診
者
の
四
二
％
も
の
人

が
貧
血
と
判
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
年
齢
層
・
性
別
を
み
て
み
る

と
、
男
性
の
方
が
貧
血
が
多
く
、

し
か
も
六
〇
歳
以
上
の
高
齢
者

に
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
の
所
見
で
は
、
高

血
圧
の
境
界
域
の
人
や
、
肝
機

能
の
所
見
が
多
く
発
見
さ
れ
て

い
ま
す
。

◎
高
脂
血
症
予
防
教
室
へ
参
加
を

　
平
成
十
一
年
一
月
に
、
医
師
に
よ
る

「
高
脂
血
症
を
予
防
し
よ
う
」
と
い
う

講
話
と
調
理
実
習
を
予
定
し
て
い
ま

す
。
健
診
で
高
脂
血
症
を
判
定
さ
れ
た

か
た
だ
け
で
は
な
く
、
関
心
の
あ
る
か

た
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

◎
健
診
を
蔓
け
た
あ
と
は

　
健
診
を
受
け
た
後
の
健
康
管
理
が
大

切
で
す
。
も
う
一
度
、
健
診
結
果
を
見

直
し
て
、
健
康
づ
く
り
に
役
立
て
ま
し

ょ
・
つ
。

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
は
、
皆
さ
ん
の
健

康
づ
く
り
の
手
助
け
の
た
め
、
健
康
づ

く
り
教
室
を
実
施
し
て
い
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

む
ほ
メ
　
コ
げ
ヨ
ヨ
コ
ド
ド

ド

モ

き
の
く
ヰ
　

　
　
ヨ
ゴ
ラ
　
　
　
　

し
ド
ド

｝

、
ス
ボ
ー
ツ
コ

　
平
成
十
年
度
体
育
協
会
表
彰
状
授
与

式
が
、
十
月
四
日
の
町
民
体
育
祭
の
中

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
年
度
は
、
優
秀
選
手
表
彰
九
名
の

方
々
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

▽
優
秀
選
手

馬場健次さん

　
千
代
の
馬
場
さ
ん
は
、
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
九
・
十
年
度
埼

玉
県
実
業
団
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
準

優
勝
、
第
九
回
関
東
実
業
団
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
大
会
で
第
三
位
と
い
う
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

小野寺啓託さん

　
押
切
の
小
野
寺
さ
ん
は
、
高
校
柔
道

で
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
年
度
埼
玉
県
古
同

校
総
体
柔
道
個
人
戦
で
第
三
位
と
い
う

優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

ー
ナ
墾清水史紀さん

　
中
央
の
清
水
さ
ん
は
、
中
学
校
サ
ッ

カ
ー
で
活
躍
さ
れ
、
埼
玉
県
選
抜
に
選

ば
れ
第
三
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
遠
征
に
参
加

し
、
レ
ギ
ユ
ラ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
な

ど
、
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。松岡優さん

　
中
央
の
松
岡
さ
ん
は
、
中
学
校
水
泳

競
技
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
年
度
県
総

体
二
〇
〇
m
背
泳
で
第
二
位
な
ど
優
秀

な
成
績
を
あ
げ
ま
し
た
。

野部良子さん

　
中
央
の
野
辺
さ
ん
は
、
中
学
校
水
泳

競
技
で
活
躍
さ
れ
、
平
成
十
年
度
埼
玉

県
新
人
体
育
大
会
五
〇
m
自
由
形
で
第

二
位
な
ど
優
秀
な
成
績
を
あ
げ
ま
し

た
。

（1◎
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○開館時問　午前9時～午後5時
○印は休館日

◎は図書館整理日の為休みです。

　　　　　　　　　　おはなし会一
　　疲　　　○期日　12月12日（土）

　蕊　潴　　○時間　午後2時30分より

懸・3顯器と磁学年，で
　　　　　○内容　紙芝居・絵本

　　　　　　　かんちょう◎たのしいおはなしを、館長がします。　　・、、

おともだちをさそってきてください。

　　　導成ゆ葎度埼玉県推奨図書
埼玉県では、良書を選んで、皆さんにお奨めしています。

江南町図書館では、推奨図書コーナーを設けておりますのでご利用下さい。

〈小学正1・2年生向き〉　　　　　　　内　　　容

・ジョシイ・スミスのおはなし

（マグダレン・ナブ作）　　　　　　るお話です。

他に、・はなのみち　・ねずみのすもう　・待ってました、コータロー

〈小学生3・4年生向き〉

・3本足のタロー

（桑原崇寿作）　　　　　　　　　　　す。

他に　・むし歯のもんだい　・魔女からの手紙　・リコとふしぎな豆の木

　　　のホーショージくん　・ろうかのいちばんおくの教室は

〈小学生5・6年生向き〉

・暖かい地球と寒い地球

（北村晃寿文〉　　　　　　　　　　　絵本です。

他に　・わかれをつげる旅　・満月の夜は、なぞだらけ　・ひばりが丘少年記

　　　ロール　・リンカンがひげをはやしたわけ
〈中学生向き〉

　・象と二人の大脱走　・空白の日記　・パッテリーH　・ナゲキパト

〈高校生・勤労青少年向き〉

　・孤独なひまわり　・すいがらとパラと　・赤い罵を追って

　・メンデル散策

彩の国さいたま

イギリスのある町をぶたいに、元気なジョシイがかつやくするユーモアあふれ

・ぞうむしくんがんばる

捨て犬のハッピーが3本足になりながらたくましく成長する姿が描かれていま

　　・ピーターの浜べ　・だいすぎたぬき
・石のねずみストーン・マウス

百万年前の化石には氷河期の証拠が残っていた、氷河期の謎にせまる地球科学

・アイスマン　・さんまロックン

・そして名前だけが残った　・子どもたちの戦争

●

　
押
切
の
五
十
嵐
さ
ん
、
千
代
の
金
子

さ
ん
、
板
井
の
山
田
裕
一
さ
ん
と
、
同

じ
く
板
井
の
山
田
裕
也
さ
ん
の
四
名
は

中
学
校
水
泳
競
技
で
活
躍
さ
れ
、
平
成

十
年
度
埼
玉
県
新
人
体
育
大
会
で
四
〇

〇
m
メ
ド
レ
ー
リ
レ
ー
、
二
〇
〇
m
リ

レ
ー
で
そ
れ
ぞ
れ
第
二
位
、
学
校
対
抗

男
子
で
総
合
優
勝
す
る
な
ど
優
秀
な
成

績
を
あ
げ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
五
十
嵐
さ
ん
と
山
田
裕
也
さ

ん
は
、
同
大
会
の
一
〇
〇
m
背
泳
で
も

山田裕也さん　　山田裕一さん　　金子祐太さん　　五十嵐純さん

　
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
主
催
に
よ
る
秋

季
大
会
が
十
月
二
十
五
日
と
十
一
月
一

日
の
二
日
間
、
運
動
公
園
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
十
三
チ
ー
ム
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た

大
会
は
、
熱
戦
の
末
千
代
ソ
フ
ト
ク
ラ

ブ
が
優
勝
し
ま
し
た
。

●
出
場
チ
ー
ム

　
御
正
ク
ラ
ブ
・
江
南
南
会
・
千
代
ソ

　
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
ブ
ル
ー
バ
ー
ド
ク
ラ

　
ブ
・
三
本
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
パ
ー
ク

　
シ
テ
ィ
ー
ズ
・
御
正
プ
リ
ン
ス
・
エ

　
ラ
ー
ズ
・
大
原
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
板

　
井
ソ
フ
ト
ク
ラ
ブ
・
中
央
ク
ラ
ブ
・

　
小
江
川
新
道
・
小
江
川
娯
楽
会

　
　
　
　
　
　
．
鍵
　
　
、
　
　
濤
ず
殿
　
　
慈
欝

　
　
　
　
　
．
雇
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鐸
雛
薫
　
　
鍼
織

勲
．
、
鰻
灘
馨
藁
驚
鞭

　
　
　
　
、
捻
鷲
　
欝

薄
　
騰
．
代
鐡
噸
歎
謎
論
齢
　
灘

㎜
鑓
　
　
　
聯
謝
欝
讐
譲
箪
翻
　
　
懸

　
　
　
　
鰯
灘
．
凶
懸
塗
継
」
繍
鐸

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

活
躍
さ
れ
、
五
十
嵐
さ
ん
が
第
一
位
、

山
田
さ
ん
が
第
二
位
と
な
り
ま
し
た
。



婿羅バツワ

パソコン（ビジネス文書）コー騒翻寿麗、撮続農繍諺鵬齢購1謡護

パ勝麗辮糠罐蹴辱蒲1用紙は税務課に睡媒騨急耀轍欝署
で学ぶことができます。　　　　　1持ち物　印かん
日　時

場所
申込み

対象

平成ll年1月13日㈱～
2月25日休）のうち21日間

午前の部9：30～12：00
午後の部13：00～15：30
江南町総合文化開館
12月1日（火》から12月ll日㈹

までの間に、役場経済課に

鐸問合せ税務課
藝
態　　　　盈364521内線254

1　調理師のみなさんへ！

1　飲食店や給食施設などで調理の業
ピ

1務に従事している人は、知事に就業

き　問い合わせ先
　埼玉県生活衛生課　盈048－830－3608ii

　O毒物劇物を取り扱うかたへ

　　毒物劇物を取り扱うときは、次の
1点に注意してください。
1　ゼ保管場所には必ず鍵をかけてくだ

謎

　さい。

　・紛失や盗難に気づいたときは、速

1羅雛灘lll羅1鷲難難鷺搾署及び　
鰹全日程出席可能な雛欄簿占藷斗犬況を1埼玉県薬務課奮　　3633

人　員　30人（申込者多数時は抽選）1平成ll年1月15日までに届け出
　　　　　　　　　　　　　　噸費用

せム
・問

8，160円（教材費5，100円，検1

定料3，060円）　　　　　　1

役場経済課（奮364521）　憲
または、プリモラ熊谷（盈1

2328’6）臨　1
　　　　　　　　　　　暴
　　　　　　　　　　　霞

（日、祭日を除く）

問合せ　熊谷市大字村岡393－1

　　　熊谷荒南調理師会
　　　松村喜夫　盈36－2929

平成10年工業に関する
統計調査にこ協力下さい

12月・日は・世界工路デーです・1

　エイズについて、日ころ悩みや疑1を正確に把握し、国や都道府県、市

嬰纏獅専灘貧麟慈黙ず猫灘撫聡
て対応します。一人で悩まずに、是1を講ずるための基礎資料として利用

者ご醒用簾騰鰍1さ搬頃県か，委嘱，れた統

　　　6日（日）15時まで　　　　　1計審査員が調査のお願いに伺います。
　受付ダイヤル唇048－825－3060　　　　ので、事業所のみなさんには年末年

年末調整や確定申告の際は
国民年金をわすれないで

　各種申告の際には、平成10年中に

支払った国民年金保険料を忘れずに

記入しましょう。

☆全額、社会保険料控除になり、税

金が安くなります。

　　　　　　　　　　　　　　　　この調査は我が国の製造業の実態

問合せ 埼玉県健康増進課
盈048－830－3557

始のお忙しいところですが、ご協力

をお願いします。

　ご質問などございましたら、役場

企画課（盈36－1521内線221）までご
連絡ください。

建物を取り壊したら「減失届』；を　1　毒物劇物による事故を防ぐために

　　　　　　　　　　　　　　錘
平成10年1月2日以降に建物を取建○消費者のかたへ

り壊したかたは、税務課へ「建物の1　缶・紙パック入りジュースなどの

　各種届出は基礎年金番号で

　　基礎年金番号は一生つかうもの！

　大切に保管してください。

　　加入制度が変わっても基礎年金番

　号は変わりません。

　　つぎのような国民年金の届け出は

　すべて基礎年金番号で行います。

　（基礎年金番号通知・年金手帳を持参

　してください）

　★会社を退職したとき

　★年金を請求するとき

　　ただし、平成9年1月現在で、60
　歳から65歳未満の方は年金を請求す
　るときに基礎年金番号が付番されま
　す。

・★配偶者が会社を退職したとき

臼
5
噛
0
『
ヨ
①
一
剛
0
5

古
靴
も
ス
イ
ー
ト
ホ
ー
ム
ち
ち
ろ
鳴
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岡
部
正
次

こ
お
ろ
ぎ
や
猫
は
そ
ろ
り
と
尾
を
浮

か
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古
屋
ま
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百
選
の
虫
の
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を
聞
く
夕
河
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井
上
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け
て
ち
ち
ろ
の
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を
招
き
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に
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柴
益
次
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蜷
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に
せ
か
れ
て
沈
む
陽
の
早
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大
井
登
代
子

精
一
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我
が
世
と
ば
か
り
鳴
く
ち
ち

ろ
　
　
　
　
　
　
　
新
井
ト
モ
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憾
蝉
や
仕
舞
い
忘
れ
し
裁
縫
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橋
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都
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子
こ
お
ろ
ぎ
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産
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弾
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小
河
原
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の
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立
て
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と
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関
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一
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の
ち
ち
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が
鳴
け
る
仕
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風
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平
山
三
郎

眠
ら
れ
ず
一
人
し
み
じ
み
聞
く
ち
ち

ろ
　
　
　
　
　
　
　
新
井
加
津

衣
の
綴
れ
促
す
ご
と
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ち
ち
ろ
鳴
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松
本
と
よ

俳
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こ
驚
つ

会な
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（1功
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⊆
9
結
E
』
ε
三

欝
滋
團
付
癖

を
れ
と
て
て
日
暖
ピ
焉
2
6

嚴
欝
鼎
麟
盤

こ
人
」
　
節
う
　
1
3
0
会
会
盈

に
成
式
の
よ
年
時
化
員
ア

式
嵐
灘
醗
妨
劇
齢
散
骸
α

人
迎
「
の
と
平
午
総
教
は

成
を
う
。
へ
出

　
歳
祝
す
人
い
時
所
せ

　
2
0
を
ま
大
思
。
　
　
　
合

　
　
ん
い
　
の
い
日
　
場
間

盈1493－56－2225までお問い

合わせください。

農林学級
開催日 内　　容 時　間

12日出 木工うさぎの型抜き　　　㊨ 10時00分

13日（日） ホウレンソウの収穫　　　㊥ 13時30分

16日（水） ホウレンソウ料理　　　　e10時00分

16日困 家庭果樹の植え付けとせん定e 13時30分

18日（金） 木工クリスマスツリーの型抜きe10時00分

20日（日） 木工クリスマスツリーの型抜きe10時00分

26日（の しめ飾り作り　　　　　　e10時00分

27日（日） しめ飾り作り　　　　　　e10時00分

対象

用
付
せ
　
　
　
　
　
、
．
オ
ぞ

』
間
象
み
せ

　
　
合
　
　
　
　
脚
縢
脳
瞼
瞼
　
　
込
合

費
受
問
　
　
　
　
開
n
1
5
侶
2
5
時
対
申
問

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の

　
　
　
協
町
で
　
　
　
　
　
A
耳
で
初
す

　
　
　
雛
賄
勃
　
　
暁
激
初
駄
誌
㈱

　
　
　
り
て
ま
　
　
　
だ
　
ソ
沿
お
で
日

町
泰
鶏
朗
璃
耐
創
慧
職

　
　
　
町
提
清
を
　
　
は
　
回
大
、
か

　
　
　
南
の
斉
力
時
く
4
の
く
の
日

　
　
　
江
離
評
瓢
鯉
こ
器
離 平成ll年2月11日（祝）

《小雨決行》

種目20km高校生以上
　　　10km　高校生以上
　　　5km　中学生以上
　　　3km　小・中学生
　　　L5km　小学生親子ペァ
参加費

定員

せム
・問

高校生以上3，000円／人

中学生2，000円／人

小学生1，000円／人

親子ペア300円／人
合計5．000名

〔申込締切り　1月8日〕

森林公園完走マラソンセ
ンター盈03－3714－4537また

は森林公園管理センター

⑳＝小学生親子　e＝一般

④＝小学生

無料～1，200円

ll月1日8時30分から
農林公園管理事務所

智83－2301

花き園芸講座

開催日 内　　容 費　用

11日㈹ クリスマスアレンジメント作り 3，000円

15日㈹ 松竹梅の寄せ植え 3，500円

18日働 福寿草の寄せ植え 1，500円

25日（金） 正月花を生ける 2，500円

13時30分から
一般

12月1日8時30分から
農林公園内　植物振興セン

ター分室　奮93－2841

森林公園イベント情報

　4～10人のチームでタスキリレー
をしながらフルマラソンの距離の完

走を目指す「第3回リレーマラソン」
や、園内に生えている竹を使ってホ

ウキ作りをする「森の教室」など多

くのイベントを予定しています。

イベントに関する問い合わせ先

　森林公園管理センター奮0493－56－

2225までお問い合わせください。

自衛隊生徒募集

1　　求人企業合同面接会

1来春、大学・短大・高専・専修学晦、作文

li校を卒業する人を対象に面接会を開　1【2次試験】
ド　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　だ

1催します。　　　　　　　　　　1日時：平成11年1月23日以降
　日　時

所
せ

　
合

場
問

平成ll年1月27日

13時～16時30分
（参加費無料・入退場自由〉

ソニックシティ（大宮市）

埼玉県雇用対策協議会

奮048－647－4185

　【自衛隊生徒の概要1

　　4年間の教育のうち、3年間で高
　卒の資格を、残り1年間で技術を取
　得します。この間は、全寮制の生活

韓傭写幣譜禦r野●
　完全週休2日制で、夏・冬・春季に、
1それぞれ2週間前後の連続休暇があ

1ります。
1【応募資格】

1　日本国籍を有し、平成ll年4月1

耀寝鍵騰灘蹄
き驕糊1月1日～平成ll年1月、

1【1次試験l

l日時：平成11年1月5日
1課目：国語、社会、算数、理科、英

讐課目：面接、身体検査、適正検査
§
1【受付・連絡先・願書請求】

1自衛隊埼玉地方連絡部
1熊谷募集事務所　雪22－4855
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⑨登場希望者の人（対象は生後6ヵ月以上1歳未満）は役場総務課　36－1521へ連絡してくださいすこやかさん

　　　　　　しおり
辻本　　栞ちゃん㊧
　平成9年12月16日生

両親1典伸煮樋春

　保育園に通うようになり、

家では甘えん坊になりまし

たが、よく食べ、よく遊び、

よく眠る、良い子です。

（と、親は思ってます。ン

　　　　はやと
須川　隼ちゃん㊥
　平成10年1月23日生

両親1敦晃勲押切

　いち、にの、さ～ん！で

雪の富山で生まれ、元気に

成長しています。

　おじいちゃんと同じ誕生

日、一緒にお祝いしようね。

　　　　なお　　ゆき

神岡直之ちゃん㊥
　平成10年1月7日生　　　，』達”　　　　　　　　　羅箋

両羅難樋春　．　卜墨
　パパに似て食いしん坊の　　　　　　ー　σギ，　罫

臨畜ζ難轡な、ビ懸．・，1
　最近、立っちができる様　　　・一　　　，孫

になったので、お外で親子

3人仲良く遊んでます。

こ氏い滴’、こ＞臼・＞．くプ「な（プ⇔．（穴）．（欽、（》なゐくプく暴ア（≧（火、くy（〉．（穴海く＊4氏’．く》髪ン．（メくコ』（メ（）．（寳尽貨≧‘ア（≧⇔マ凍沢、くソと、くぷ《》メ罫く凌く》nく翠》駄、（ソ《》Uくソヒ、ぐメく、く》閥翠》門《、（メ《翠

　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　な
　　　　　　　　　　　　　畑山奈々ちゃん㊧
　　　　　　　　　　　　　　平成9年12月7日生

　　　　　　　　　　　　　両親1菊智謙千代

　　　～・　－　¢　，羅畦　　お姉ちゃん、お兄ちゃん

　　r　　　　、㌧　　　　　が大好きで、愛嬌を振りま
　　　　　＼囑　　　　　　きながら追いかけて歩きま
　　　　　1町’
　　　　　　 、　　　　　　す。
　　　　　　メ　　　　　　　　、　　　　　だれからも親しまれる子
　　　　　　　閥私　　　　　になってほしいです。

穴耳欧写汽⊃』（火翠氏、《典翠火冨致翠露翠火V火翠火翠》㌣翠穴翠翼M沢翠穴翠》k雇象耳穴翠叉享穴率貢、ぐ穴準穴卒克写貢翠☆》．‘’■）．て’ヤ㌔（肯、⇔b．⇔曳）．、）レ’．‘沢
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▼
作
り
方

①
大
和
芋
は
、
皮
の
ま
ま
適
当
な
大
き

　
さ
に
切
り
、
柔
ら
か
く
茄
で
ま
す
。

②
①
の
皮
を
む
き
、
つ
ぶ
し
ま
す
。
冷

　
め
た
ら
ス
キ
ム
ミ
ル
ク
と
片
栗
粉
を

　
混
ぜ
合
わ
せ
、
棒
状
に
形
を
整
え
ま

　
す
。

③
四
カ
ッ
プ
の
水
に
、
コ
ン
ソ
メ
と
醤

　
油
を
加
え
て
だ
し
汁
を
作
り
ま
す
。

④
干
し
シ
イ
タ
ケ
は
水
で
戻
し
て
、

　
千
切
り
、
ゴ
ボ
ウ
、
ニ
ン
ジ
ン
は
さ

　
さ
が
き
に
し
ま
す
。
ゴ
ボ
ウ
は
あ
く

　
抜
き
し
、
鶏
肉
は
一
口
大
に
切
り
、

③
の
だ
し
汁
で
煮
ま
す
。

⑤
ま
な
板
に
、
片
栗
粉
を
ふ
り
、
そ
の

　
上
で
②
を
六
～
八
㎜
の
厚
さ
に
切
り

　
別
の
鍋
で
茄
で
揚
げ
ま
す
。

⑥
④
が
者
芝
た
ら
、
⑤
と
ネ
ギ
、
ワ
カ

　
メ
を
加
え
、
一
煮
立
ち
し
ま
す
。

埼
玉
県
大
里
郡
江
南
町
役
場
総
務
課

年
の
暮
れ
　
　
　
あ
と
何
日
た
て
ば

お
正
月
か
な
と
、
指
折
り
数
え
て
待
っ

た
幼
い
日
を
思
い
出
す
か
た
も
多
い
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

年
の
暮
れ
は
、
仕
事
納
め
、
年
賀
状

書
き
大
掃
除
、
お
供
え
餅
な
ど
の
飾
り

つ
け
、
お
せ
ち
料
理
作
り
、
里
帰
り
や

ス
キ
ー
旅
行
の
準
備
な
ど
と
大
忙
し
。

そ
し
て
、
慌
た
だ
し
さ
の
な
か
に
、
人

そ
れ
ぞ
れ
の
感
慨
が
あ
る
の
も
年
の
暮

れ
で
す
。

下
駄
買
う
て
箪
笥
の
上
や
年
－
の
重
替
れ

　
　
　
　
長
井
荷
風
（
荷
風
句
集
）

盲
薪
し
い
下
駄
を
箪
笥
の
上
に
飾
っ

て
正
月
を
待
つ
気
分
が
目
に
浮
か
ぶ
旬

で
す
。
で
も
現
代
っ
子
は
、
た
と
え
正

月
に
初
お
ろ
し
す
る
ス
ニ
ー
カ
ー
で
あ

っ
て
も
箪
笥
の
上
に
は
飾
り
は
し
な
い

で
し
ょ
う
。

　
正
月
が
来
る
と
、
西
暦
一
九
九
九
年
。

一
九
〇
〇
年
代
の
最
終
年
で
す
。
す
べ

て
の
面
で
い
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に

と
い
う
の
は
、
だ
れ
も
が
願
つ
こ
と
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
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